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足立 俊希さん
経済学部 2年次生
（兵庫県立柏原高校出身）
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「むすぶ人」になろう

2018 April. vol.79 「むすぶ人」
になろう

スペシャルコンテンツ

京都暮らしの
リアルデータ

京都人の
暮らしを大解明！

大学生ライフを充実させる
アルバイト選び！

学生広報スタッフの
コーナー「ゆにらぼ」
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吉村 歓菜さん
理学部 2年次生
（大阪府・桃山学院高校出身）

京都産業大学は、産業を「むすびわざ」と読み解き、

「学問と企業をむすぶ」ことを建学の理念にしました。

何かと何かを「むすぶ」ことは、新たな何かを「うみだす」こと。

それは、未知への挑戦、新たな価値の創造です。

皆さんは、何かと何かをむすぶ拠点となる本学で学び、

社会に新しい物や価値をうみだす「むすぶ人」を目指してください。

本誌「サギタリウス」は、今知ってほしい情

報を皆さんに届ける情報誌。学生生活で役

立つ情報はもちろん、「むすぶ人」になる上

で参考になる学生の活躍も紹介していま

す。年4回発行していますので、欠かさず

チェックしてくださいね。

ダミー

まずは特集コンテンツからチェック！

キャンパスマガジン
「サギタリウス」

おすすめイベント
PICKUP!

KSU 
INFORMATION

卒業生が届ける、
それぞれの
「むすんで、うみだす。」

Letters

今知っておきたい
旬なトピックをポイント解説！

Catch Up
WORLD

むすび
アクティビティ

課外活動の
日常を紹介！

活躍をバネに、
さらに前へ！

キャンパスの
星は今日も挑む。 

掲載人物のプロフィールは取材時のものです。 02



迫田 小祐希さん
経営学部 1年次生
（伊丹市立伊丹高校出身）

堀井 知果さん
外国語学部 2年次生
（大阪府立牧野高校出身）

松山 雄大さん
経営学部 1年次生
（香川県立観音寺第一高校出身）

伝統的な日本文化が今なお語り継がれている京都。

本学在学生の約13,000人のうち、およそ7割が京都以外の出身者で占め、

古都でどのような暮らしが行われているのか、気になる方も多いはず。

データから京都の意外な一面をたくさん知ることができ、京都出身の方も必見です！

リアル
デ　タ

京都暮らしの

京都人の暮らし
を
大
解
明
！
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※P05-08では、基本的に「家計調査（二人以上の世帯）品目別都道府県庁所在市及び政令
指定都市ランキング（平成26年（2014年）～28年（2016年）平均）」を参考にしています。

では、京都で暮らす人々の実態は…？

「京都」と

いえば…？

憧れの街！

修学旅行！

神社仏閣！

AAnswernswer

年間の観光客数は、

5,522万人

全国1位！
ブランド力のある
都市ランキング

修学旅行生の

約3人に1人が訪れる！

参考：「平成28年 京都観光総合調査」（京都市）

参考：「平成28年 京都観光総合調査について」（京都市）

参考：「地域ブランド調査2017」（ブランド総合研究所）

年

参

ブ
都

参
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約907907枚

京都の人が１年に食べるパンの量を
食パンで換算すると

※食パン 6枚切1枚67gとして計算※食パン 6枚切1枚67gとして計算

京都の人が１年に食べる
パンの量

京都の人が１年に購入する
パンの金額

京都人は、パンが好き。

C O L U M NC O L U M N

京都暮らしのリアルライフデータ 1

京都人が日常的にパンを好んで食べるのは、歴史的に考えれば、大
正7年の米騒動の折、不足する米の代替品として、神戸を中心に広
まっていたイギリス式食パンが政府に奨励されたことが一つのきっ
かけになると思われます。サンドイッチについても、米の代わりに食
べることが同時期に慣習化し、昭和40年代以降には、京都の役者・
芸者に“手や衣装を汚さずに食べられる”サンドイッチを届けること
が、おもてなしとして認識されたようです。その背景
には、豪華な食事をお祝いや客人のおもてなしとして
用意する「仕出し文化」の影響があると考えられます。

60,78260,782g 40,57140,571円
全国
1位

全国
1位

喜多 芽衣さん
現代社会学部 1年次生
（富山県立高岡南高校出身）

＝10枚＝10枚

文化学部　笹部 昌利 助教

「パン激戦区の京都」と呼ばれるほど、京都には行列のできるパン屋さん
がたくさん。商人・職人の多い京都では、昔からすぐに食べられるパン食
が選ばれてきたといわれており、朝食はご飯よりパン派の人が多いとい
うデータもあるようです。

入学して良かったと思うことは何？学生たちが実感している京都産業大学の魅力をご紹介します。

京都産業大学のココが好き！
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約340杯

京都の人が１年に飲むコーヒーは平均

※コーヒー1杯あたり、10gの豆を使用したとして計算※コーヒー1杯あたり、10gの豆を使用したとして計算

＝10杯＝10杯

鈴木 有夏さん
経営学部 2年次生

（福井県立羽水高校出身）

コーヒーは、
1日1杯が京都流！？

京都暮らしのリアルライフデータ 2

老舗喫茶店なら、小川珈琲がイチオシです！

インターンシップでお世話になった小川珈琲では、品質の良い
コーヒー豆を仕入れ、手間のかかる「アフターミックス製法」という
方法で焙煎することで、それぞれの豆の個性ある味と香りを引き
出しています。苦味の少ない豆など、さまざまな豆があるので、
コーヒー好きにもそうでない人にも飲んでもらいたいです。

京都には70年以上の歴史がある老舗喫茶店が多く残っており、昔から朝食時やお昼の
憩いの時間に、コーヒーを嗜む習慣が広まりました。最近のカフェ人気を受けておしゃれな
カフェも増えてきていますが、ぜひ老舗喫茶店で歴史あるコーヒーを味わってみてはどう
でしょう？

京都の人が１年に飲む
コーヒーの量

3,393,398g
全国
1位

京都の人が１年に購入する
コーヒーの金額

7,9627,962円
全国
2位

老

イ
コ
方
出
コ

京都を舞台に学びを実践し、大学の学びがどう社会に役立つかを実感できるのが魅力！例えば「フィールド・
リサーチ」の授業では、京都市内で課題を見つけ、解決のための政策を考える経験ができました。
法学部 3年次生 廣嶺 恒生さん（兵庫県立相生高校出身）
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全国11位

京都の人が
コロッケにかける金額

約9.5kg
京都の人が
１年に食べる
牛肉の量は 約6.6.3kg

東京の人が１年に食べる
牛肉の量は

京都暮らしのリアルライフデータ 3

京都の人が１年に購入する
牛肉の金額

37,38437,384円

全国
2位

全国
1位

関西は
カレーと
いえば牛肉！

関東は
豚肉派なんて
今まで知らな
かったなぁ。

京都の
約2/3

3,3,01012円

小腹が空いたらコロッケをぱくっ。小腹が空いたらコロッケをぱくっ。
今でも1個60円など気軽に買える値段でコロッケを販売しているお店があり、
おやつ感覚で食べ歩きできるのが人気の理由かもしれません。

「お肉」といえば、牛肉が常識。「お肉」といえば、牛肉が常識。
関西では古くから牛肉を食べる習慣があります。例えば、カレーや肉じゃが、しゃぶしゃぶで使う肉は、
関西は牛肉、関東は豚肉が主流。皆さんはこの違いを知っていましたか？

京都暮らしのリアルライフデータ 44

＝1kg

髙田 宣太朗さん
法学部 2年次生
（兵庫県・東洋大学附属姫路高校出身）

水野 涼果さん
法学部 3年次生
（大阪府・城南学園高校出身）

交通や食品の安全、世界情勢など、私たちにとってリスクのあるあらゆるモノ・コトを対象に学ぶ社会安全学のゼミ
には、公務員を目指す私にとって役立つ学びがたくさん！日々、仕事につながる勉強ができています。
法学部 3年次生 内田 康平さん（広島県・崇徳高校出身）07



約1010人に1人が大学生

京都市の人口に対する
大学生の割合

京都の人が映画・演劇鑑賞に
１年で使う金額

9,1619,161円
全国
4位

約5回

京都の人が１年に
映画鑑賞にいく回数は

9.799.79%

全国
1位

大学生の割合が日本一！大学生の割合が日本一！

映画・演劇を映画・演劇を
ときどき楽しむ。ときどき楽しむ。
映画や演劇の舞台に選ばれることが多く、東映太
秦映画村をはじめ映画・演劇に触れる機会が豊富
な京都。きっかけがたくさんあることが、データに
表れているのかもしれません。

「新しいものを受け入れる文化があったから」や
「大学設置に市民が協力的だったから」など、さま
ざまな説がありますが、今では学生の活動が盛ん
なことも人気の理由の一つかもしれません。

京都暮らしのリアルライフデータ 55

※大学生の割合は、平成29年12月1日現在の
　市区町村別推計人口（京都府）と平成29年度 
　学校基本調査（文部科学省）より算出しています。

※映※映画1回1,800円800円として計算て計算

実は
日本で初めて
映画が上映
されたのは
京都！

京都暮らしのリアルライフデータ 6

長 みさとさん
外国語学部 2年次生
（熊本県立第一高校出身）

阪本 達朗さん
法学部 1年次生
（兵庫県立須磨東高校出身）校出身出身））

加藤 由貴奈さん
総合生命科学部 2年次生
（愛知県立小坂井高校出身）

山﨑 恵太さん
経営学部 2年次生
（高知県・高知高校出身）

政治思想がテーマのゼミが奥深くて面白い！今はナチズムをテーマにプラス面マイナス面の両方を考え、本質を
見極めようとしています。ヒトラーが実は優れた環境対策を指揮していたなど、いろいろな発見があります。
法学部 3年次生 室田 健登さん（広島県立広島国泰寺高校出身） 08



大学
生の3大バイト

その1

学生広報
スタッフ
募集

いよいよ新学期が始まりました。新しい生活を始めた1年次生
や他の年次生も、お金を稼ぐため、時間を有効に使うため、社
会勉強をするためなど、さまざまな理由でアルバイトを行うで
しょう。アルバイトは、もちろん自分で見つけて、選ばなければ
いけません。アルバイトを選ぶときに何も知らずに後悔しない
ようにしたいですよね？今回は学生広報スタッフがオススメす
る３大バイトをご紹介！アルバイトのあれこれを知って、多くの
業種の中から自分のライフスタイルに合ったアルバイトを選び
ましょう！！

接客業系
［ 飲食店、コンビニ ]

比較的、大学生向けの求人が多く、
バイト経験がない人でも始めやすい！

● 同年代が多いので
　他大学の友だちが作りやすい。
● 電話応対やマナーなどのスキルが身に付く。
● 店舗数も多く、自宅や大学から近いとこ
　ろで働くことができる。

● 時給は他のアルバイトに比べて、
　あまり高くない。

コツコツと稼いで、
スキルを身に付けたい人向け！

アルバイト情報の見つけ方はこちら！

空きコマやキャンパスにいる時間を有効活用できたら
いいなと思いませんか？実は、キャンパス内の食堂や
コンビニなどでアルバイトをすることもできます。そこ
でアルバイト情報の収集に便利なサイトを紹介します。

バイトネットは本学と提携し、安全なアルバイト情報
を学生に提供する大学公認の情報サイトです。キャン
パス内の求人はもちろん、キャンパス周辺の求人も多
く掲載されており、ブラックバイトなどの心配もない
ため安心です。アルバイトを探す際に参考にしてみて
ください。

大学
生ラ
イフを充実させる

CHECK!

結論！

 平均時給
925円※

メリット

デメリット

Wanted!!

寮生活がめっちゃ楽しいです！寮には運動会やクリスマス会などのイベントがあり、週末も友だちと一緒に過ごす
ことが多く、お互いを深く知り合えます。寮に入ったことで、一生の親友がたくさんできました。
現代社会学部 1年次生 山村 真美さん（広島県・武田高校出身）
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大学
生の3大バイト

その2 大学
生の3大バイト

その3

学生広報スタッフになってみませんか？

[ イベントスタッフ、試験監督など ]

● 先生同士はもちろん、生徒や保護者との
　連携が重要で、コミュニケーション能力が
　身に付く。
● 知識や経験が必要となるため、時給が高め。
● 指導に対する責任が伴う一方、
　生徒の成長に携わることができる。

● 予習・復習など、日頃から授業に向けた
　準備が必要。

メリット

デメリット

● 1日単位なので、忙しい大学生でも
　他の予定との両立ができる。
● 作業自体は比較的簡単で、未経験者でも
　応募可能なものが多い。
● 様々な現場で働くことができ、貴重な
　経験ができることもある。

● 常に求人があるわけではなく、
　安定した収入は難しい。

メリット

デメリット

短期系
[ 塾講師 ]
教育系

日払い制の場合やコンサートといった
大きなイベントに携われる場合も！

勉強を頑張る大学生ならではのアルバイト！
教職課程で教員を目指す人にも人気！

皆さんは、学生広報スタッフの活動を知っていますか？今読んでいる「サギタリウス」内の「ゆにらぼ」
ページ制作などを担当しています。メンバー間で話し合いながら企画を練り、取材をして原稿を書い
ています。完成したページを見た時の達成感は凄いですよ！また、テレビやラジオへの出演や、取材な
どを通して地域に関わることもできます。メディア関係やカメラに興味のある方、大学生活を充実さ
せたい方、ぜひ一緒に活動しましょう！4月にはメンバー募集の説明会も予定しているので、興味のあ
る方は公式Twitterをチェックしてくださいね！

バ

京都産業大学 
学生広報スタッフ 
公式Twitter

@ksu_kouhoustaff

 平均時給
1,092円※

将来、教育系に進みたい人や、
ガッツリ稼ぎたい人にぴったり！

結論！

平日は授業やサークルなどで
忙しいという人はこれ！

結論！

 平均時給
1,400円※

※学生広報スタッフ調べ

共通教育科目などの授業で、先輩とも自然と仲良くなれることがありがたいです。相談に乗ってもらうこともできますし、
先輩の話を聞いて1年後、2年後に何をするべきかを理解し、きちんと準備することもできます。
現代社会学部 1年次生 黒野 陽子さん（愛知県・東海学園高校出身）

10



活躍をバネに、さらに前へ！

伊藤 瑞季さん

クラウドファンディング 外来魚駆除イベント

経営学部 3年次生（愛媛県立西条高校出身）

左から 水野 将志さん
経営学部 3年次生（奈良県立平城高校出身）

奈良 亮佑さん
経営学部 3年次生（兵庫県立神戸鈴蘭台高校出身）

琵琶湖の生態系を保全！

外来魚駆除を目的とした

誰でも参加できる

釣りイベントを開催します！

経営学経営学経営経営学経営学部創部創部創部創設部創設創設創設創設創設部創設創設部創設創設50周50周50周50周50周50周050周50周周55050周年の一年の一年の一年の一年の一年の 環とし環とし環とし環とし環と環環と たクたクラクラたクラたクラたクラク ウドフウドフウドフウドフウドフウ ァァァァァァ
ンデンディンデンディデンディディンディンンン ング企ング企ング企ング企ング企ングンン 画にて画にてにて、私た、私た私たち福冨ち福冨ち福冨ゼミのゼミのゼミのミミ 3年次3年次年次3年次年次生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
メンメンバメンバメンメンバメンバメ バーは、ーは、ーは、ーは、ーは、ーは、、外来魚外来魚外来魚魚外来魚外来魚外外来外来来魚外 駆除を駆除を駆除を駆除を駆除を駆除を駆除を駆除を駆除を除 目的と目的と目的と目的と的目的と目的と目目的 する釣する釣する釣するするするする釣する釣りイベりイベりイベベベベりイベベンンンンンンンンンンンンンンン
トを開トを開トをトを開トを開を開を開を開を開トを開開催催催しま催しま催しま催しま催しま催催 す。琵す。琵す。琵す。琵す 琵琵琶湖は琶湖は琶湖は琶湖は琶湖はは湖は湖は40040040040040040 万年も万年も万年万年も万年も年も万 の歴の歴史の歴史の歴の歴史の歴史のの ををををを
持って持持って持って持持って持って持って持って持持ってってっており、おり、おり、おり、おり、お 世界で世界で世界で世界で界で界で世界で世界ででで界で界で界界 3番目33番目3番目3番目番目33番目3番目3番目3番番 に古いに古いに古いに古いに古いに古いに古いに古い湖とい湖とい湖とい湖とい湖といわれてわれてわれてれわれてれていいいいいいい
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CHECK!

４月１４日 (土)

釣り経験がなくても、無料で自由に体験できますよ。

外来魚駆除に向けた釣りイベント
14:00～17:00

場所：滋賀県大津市浜町2-1 琵琶湖大津港
参加費：無料
定員：１００名（事前申込不要）

先生の指導が分かりやすく、授業が面白いです！「量子力学」のような難しい科目でも、実験で理論を実感さ
せてくれたり様々な工夫があるので、学びたいモチベーションを高く保ちながら理解を深められます。
理学部 2年次生 笹野 夏暉さん（和歌山県・近畿大学附属和歌山高校出身）11



自薦他薦OK！サギタリウスで紹介します！ ksu-sag@star.kyoto-su.ac.jp
あなたの身近にいる「キャンパスの星」を紹介してください！

ディアボロは、2本のスティックで繋いだ糸の上でコマを高速で
回転させ、さまざまな技で観客を魅了するジャグリングの一種。
私は小学校6年生からディアボロを練習し始め、高校で全国1位
に。それ以来、国内外の大会に参加し続けています。昨年は台湾
で開催されたアジアインターナショナルディアボロカップで2位
になることもできました。ディアボロに限れば世界トップクラスで
競うことができていますが、ボールやシガーボックスといった
その他の種目とパフォーマンスを競う場合、国内のジャパンジャ
グリングフェスティバルでも、まだ予選通過できたことがない
のが現状です。もっと技のバリエーションを増やし、演技の構成
に工夫を凝らし、観客に驚きのパフォーマンスを提供できるよ
うに…。より高いレベルを目指して、これからも練習し続けたい
と思います。

募集中！

ジャグリング界の

日本最高峰を目指します。

自信をもって、京都文化を

世界に伝えたいです。

石水 泰樹さん 外国語学部 1年次生（大阪府立交野高校出身）

ディアボロ アジア大会出場

鎌倉 舞友さん 文化学部 2年次生（岐阜県立益田清風高校出身）

京都市認定通訳ガイド

高校生の時のアメリカ留学で、ホストファミリーに日本文化をき
ちんと伝えられなかった悔しさから京都文化学科を選んだ私。
本学の授業で「京都市認定通訳ガイド」の存在を知ったことを
きっかけに応募し、無事に資格を取得することができました。通
訳ガイドとしての経験は、北野天満宮や東寺など、まだ数カ所し
かありませんが、今後は長期休暇を中心に活動を続け、外国人
観光客の方々に英語で京都の歴史の深みを伝えていきたいと考
えています。知識豊富な他のガイドの方と一緒に、大学の学びも
活用しながらさらに専門性を磨いていく予定。通訳ガイドの仕事
の多くは神社仏閣に関するものですが、私は自分の好きな和歌
や着物などの得意を活かしたガイドもできるようになりたいと考
えています。経験を積みながら、さまざまな京都文化について自
信をもって伝えられるガイドになることが今の目標です。

CHECK!

CHECK!

５月５日 (土)
Juggling Donuts Live

14:30～／18:30～
場所：京都教育文化センター

所属する京都大道芸倶楽部のジャグリングライブ

京都観光なら「千本釈迦堂」がイチオシ！
国宝級の仏像を間近で見ることができますよ。

気象予報士を目指す私にとって、宇宙物理・気象学科の学びは将来に直結する内容。資格取得に必要な知識や
実技を授業の中で学ぶことができるので、専門性を高めて夢を実現していきたいと考えています。
理学部 2年次生 秋山 和音さん（大阪府立茨木西高校出身） 12



課外活動の日常を紹介！

新歓祭

4月

志学会執行委員会
京都産業大学生が過ごしやすい大
学を創るため、多岐にわたる活動に
取り組んでいます！

放送局
学内放送や報道活動を行ってい
ます！お昼休みの放送をぜひ
チェックしてください！

文化団体連盟常任委員会
文化系クラブをまとめる立場として、本学の文化・
学術・芸術の発展と振興に取り組んでいます！

新入生を盛大に歓迎する一大
イベント！クラブ活動紹介や応
援団パレードなど、さまざまな
イベントを楽しもう！

毎年スペシャルゲストを招いた
ライブを神山ホールで開催して
います。

3     ～5火 木
4

SPRING
CONCERT

4月下旬 PICKUP
詳しくは
P21へ

放送局が新入生向けに行う、屋
外の公開生放送イベントです。
ぜひピロティへ来てください！

K・S・Bサテライト
スタジオ

9月
4

春はイ
ベント

が

いっぱ
い！

ゲストを招いてのトークショー
や映画上映会などを開催！

志学会
アッセンブリアワー

5月下旬ほか

を招いた
開催して

いっぱ

文化系団体の展示やライブが行
われる「春の文化祭」！

シエスタ
19     ・204

木 金

PICKUP
詳しくは
P21へ

外国人の先生や留学生と交流する機会が多いので、語学力を磨けるだけでなく、現地の情報を教えてもらうなど
の留学準備もしっかりできます。先生の指導も手厚く、しっかりレベルアップできる環境があると思います！
外国語学部 1年次生 川角 菜摘さん（愛知県・清林館高校出身）13



詳しい内容や
日程については
「POST」を
要CHECK！

体育会本部
体育会の49クラブのサポート
や、応援バスツアーの企画・運
営などを行っています！

全学応援団

全学応援団は主に、産龍戦といった体育会クラ
ブの応援に取り組んでいます。地域のイベントに
も参加し、京都産業大学を盛り上げています！

委員会・独立団のイベント大特集！

仲間や学内外の人々と関わりながら、新しい発見やスキルを身につけていく課外活動。京都産業大学にはさまざまな団体が

存在していますが、その活動内容を皆さんはあまり知らないのでは？いろいろな団体の活動内容を知り、参考にすることで、

新しい物や価値をうみだす人になろう！

5月

体育会クラブの試合応援をする
ため、大学から応援バスが出
発！友だちを誘って参加しよう！

体育会クラブ
応援バスツアー

神山祭のイベント出場者などを
募集します。

神山祭
各種募集開始

リーダー部・吹奏楽部・チアリーダー部

神山祭
実行委員会

11月の学園祭「神山祭」に向け
た企画や準備、運営を担当。来
場者数増加を目指して、さまざ
まな企画を行っています！

75 月援をする
スが出
しよう！

5月上旬ほか

詳しい内容
日程につい
「POST」

団

った体育会クラ
地域のイベントに
上げています！

ント出場者などを

アリーダー部

」を
K！

「POST」
要CHECK

みんな
で

熱く応
援！

企画に
参加し

て

神山祭
を

もっと
楽しも

う！

全
ブ
も

わかさスタジアム京都で行われる、
硬式野球部伝統の龍谷大学戦。
全学応援団とともに応援しよう！

産龍戦
5    ・65

土 日

PICKUP
詳しくは
P21へ

大学の先生には厳しそうなイメージを持っていましたが、本学の先生はとても優しい！授業内容を質問に行った
ときには、丁寧に教えてくれるだけでなく「他は大丈夫？」と気遣ってくださるので、安心して学べます。
理学部 1年次生 谷口 瑠菜さん（京都府・日星高校出身） 14



課外活動の日常を紹介！

ボウリング部
大学から始める人もたくさんいますが、実力は関西トップ
クラス。練習量が多いので上達も早く、大会で活躍でき
るレベルになれます。元プロの指導も受けられますよ！

関西での実力はトップク
ラス！個人戦も団体戦も、
常に優勝を目指して試合
に臨んでいます！

スペアを取る練習やコント
ロールを鍛えるメニューなど、
個々の苦手を克服する練習を
しています。

日々の練習
ＭＫボウル上賀茂で、
平日は毎日練習！

8月下旬
関西学生
ボウリング選手権
大会で優勝を狙う！

毎日たゆまぬ

研鑽を続ける

彼らの1年を追跡！

1 2

8月下旬～9月上旬3

REPORT!

11月中旬

全日本大学ボウリング
選手権大会に挑戦！

5 2月下旬

全日本大学個人ボウリング
選手権大会でも
入賞を目指す！

4

元日本代表選手である卒
業生の指導を受けるため、
4泊5日の愛媛合宿へ！朝
から夕方まで、毎日約10
ゲーム分投げて、スキルを
上げていきます。

個人戦で勝つには、毎ゲーム平
均で約210～220ピン倒す必要
があります。ミスをいかにゼロに
できるかが勝負を左右します。

１年で最も目標とする大会
であり、3日間にわたり、5人
のチーム戦で合計75ゲーム
を投げ、総得点を競います。
目指すはもちろん日本一！

“常勝”が
目標！

理学部 3年次生
（京都府立
 鴨沂高校出身）

増井 孝行さん

興味のある方は
公式Webサイト
を要チェック！

元日本代表の下で合宿！

体力勝
負の

3日間！

4月中旬
無料体験@

MKボウル上賀茂
新歓で無料ボウリング体験

を実施します！
詳細はツイッターをチェック！
@KSU_bowling2

EVENT

さん

興
公
を

キャンパス内に自然が多くて、四季を感じながら過ごせるところが好きです。特に図書館の前は桜や紅葉がキレ
イ！心を落ち着かせたり気分をリフレッシュしたりできるのが良いですね。
法学部 1年次生 福島 のどかさん（長野県伊那弥生ヶ丘高校出身）15



4
全国学生フラメンコ連盟
に加盟している、フラメン
コを愛する大学生が東
京に集結！お互いに最高
のダンスを発表し、他大
学のハイレベルなダンス
も見られるので、勉強に
もなります。

1年次生にとって、初めて
の本格的なステージが神
山祭。半年間の練習の成
果を発表しますので、成長
した姿を温かく見守ってく

ださいね。

関西の大学生フラメンコ団体
が集まり、合同発表会を行いま
す。他大学に行ってダンスを披
露するなど、大学間の交流がと
ても盛んです！

3月 東京公演

7月

関西学生合同ライブ！

ピロティで学年ごとにパ
フォーマンスを披露！上級
生のかっこいいダンスはも
ちろん、新入生の踊りにも
注目してください！

5月末～6月上旬

ゲリラライブを開催！
1

2

11月 神山祭でステージ発表！3

リズムに乗せて

パッションを表現する

彼女たちの活動に注目！

REPORT!フラメンコクラブ

文化学部 2年次生
（京都府・京都共栄学園高校出身）

谷口 朱里さん

1年中発表の機会があり、日々の練習を楽しみながら
も着実にレベルアップしていけます。京都マラソンの
沿道応援に参加するなど、自分たちのパフォーマンス
で人を元気づけられるのが魅力です！

興味のある方は
公式Webサイトを
要チェック！

約10大学の発表は
どれも圧巻！

Ole!

5月末
ゲリラライブ
＠ピロティ

詳細はフラメンコ
クラブ公式ツイッターで
ご確認ください。
@LasEs_ksu

EVENT

他学部の人とも関わることができるので、いろいろな個性を持つ面白い人たちに出会えます！おかげで学生生活
が楽しいですし、これからもっと魅力的な人に出会えるのではないかと期待しています！
法学部 1年次生 馬渕 由羅さん（京都府立北嵯峨高校出身） 16
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スマートスピーカーススススマスママーマ トストストー ストスピスピピス ーピ カカカーカーススス今号
の

AIによる音声認識機能があり、他の機器やサービスと連携することで、スマートフォンのよう
にいろいろな機能を拡充できるスピーカー。日本では約1年前から注目を浴び始め、今後普及
が加速していくと考えられています。話しかけるだけでさまざまなことを可能にするスマートス
ピーカーは、私たちの暮らしを大きく変えると期待されている、最新アイテムの一つです。

「OK Google」という
声で起動し、Google
のさまざまなサービ
スと連携が可能。「●
●とは？」などの検索
も声だけでできます。

代表的な「Echo」や、国内未発
売モデルではカメラやモニタを
搭載したものがあるなど、ライ
ンナップが豊富。反応が早いと
評判を集めています。

LINEの送信や読み上げ
が可能で、愛らしいフォル
ムの「Clova Friends」で
はLINE通話もできます。
バッテリー内蔵のため
携帯性に優れているこ
とも特徴の一つです。

スマートスピーカー
Smart speaker

Google 
アシスタント
搭載タイプ

Amazon 
Alexa

搭載タイプ

大きく4タイプ！

キャッ
チア
ップ・

ワー
ルド

今知
って

おき
たい

旬な
トピ

ック
をポ

イント
解説！

WORLD
WORLD

今、
注目

のスマートスピーカーは、
大きく大きくき大 く444タイプ！タイタイプ！！イプ

情報理工学部 宮森 恒 教授に
教えていただきました！

言葉や映像の内容を、
コンピュータが人間と
同じように理解する技
術と、その応用システム
の研究を行う。

PROFILE

LINE
Clova

搭載タイプ

333333333333333333333333333333333333333333333333333333音楽配信サービスの使用
者を主な対象にしており、
音質を追求した音楽好き
向けスピーカー。ただし、
高額なのがネックです。

Apple 
Siri

搭載タイプ

? !

先生方がフレンドリーで相談しやすいのが意外でした！特にゼミの箕輪先生は、勉強のことだけでなく部活動や
プライベートのことまで何でも相談に乗ってくれるほど親切。先生をお手本に、私も人間性を磨きたいです。
経営学部 2年次生 橋本 和征さん（福岡県・東福岡高校出身）
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家電の
操作

通販での
注文

照明の
オンオフ

ドアの
施錠・解錠

スマートスピーカーは、企業にとってデータ
収集ツールとして有効だと考えられており、
屋内の生活関連データを集め、活用しよう
という狙いがあります。スマートスピーカー
はネットに繋がるため、アラームのセットや
音楽の視聴から、企業はその家の生活スタ
イルをある程度理解でき、それを活用した
新サービスを利用者に提供できるでしょ
う。冷蔵庫や洗濯機等の家電と繋がれば、
サービスの幅はさらに広がります。スマート
スピーカーは、家のスマート化を促進する
起点として期待されているのです。

多くの企業は、将来を見据えた暮らしの転換を狙っているといえます。

AAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAAA
IoTによってさまざまなモノがネットに繋が
れば、スマートスピーカーの重要性は益々
高まるでしょう。現に、通販の注文や家電操
作の一部は声だけで完了させることができ
ます。一方で、リスクを踏まえた使い方も大
切です。他人の声や、Webサイトやテレビか
ら流れる音声で、意図せず動作する可能性
もあります。また、鍵の開け閉めや、パス
ワード、カード番号を思い出すためにスマー
トスピーカーを使うべきではありません。
自宅のWi-Fiを暗号化と強力なパスワード
で守るなど、いくつかの点に気をつけた使
い方をすれば、スマートスピーカーは私たち
の暮らしを格段に楽しく便利に変えてくれ
るはずです。

声だけで操作できることが増えますが、リスクを踏まえた使い方が大切です。

なぜ、最近スマートスピーカーが増えているのですか？

［予想されるAI製品の発展］

［スマートスピーカーの連携イメージ］

スマート
スピーカー

QQQQQスマートスピーカーは、暮らしをどのように変えるのですか？

スマート
スピーカー

スマート
家電

スマートホーム、
スマートビークル

夢や目標を実現するために、モチベーション高く努力している人が多くて刺激的！私も大好きなアパレルのアルバイト
を頑張ったり就職活動に向けてセミナーに参加したり、積極的にチャレンジしています。
経営学部 2年次生 辻田 真依さん（京都府・京都産業大学附属高校出身）
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メジャーリーガー

平野佳寿さん
2006年 
経営学部卒

大学時代に最優秀選手2回、最優秀投手4回、ベストナイン4回受賞。卒業後は、オリッ
クス・バファローズに入団。2017年、WBC日本代表に選出され、メジャーの舞台でも戦
えると確信。2018年、海外FA権を行使し、アリゾナ・ダイヤモンドバックスに移籍。

卒業生が届ける、卒業生が届ける、
それぞれの「むすんそれぞれの「むすんで、で、うみだうみだす。」

̶ レターズ ̶

卒業生が届ける、
それぞれの「むすんで、うみだす。」

本学初となる
メジャーリーガー誕生！
世界で活躍する
平野選手を応援しよう！

本学初となる
メジャーリーガー誕生！
世界で活躍する
平野選手を応援しよう！

硬式野球部に入部し、投手としてチーム
の勝利に貢献。大学通算で56試合に登
板し、36勝11敗、防御率1.33、404奪三振
を記録（36勝、404奪三振は関西六大学
野球のリーグ記録）。2005年には日米大
学野球選手権大会日本代表を経験した。

京都産業大学時代

2006年に入団し、先発投手として活躍
後、監督に適性を見出されて2010年に
中継ぎに転向。翌年、最優秀中継ぎ投手、
パ・リーグ特別表彰を受賞。2017年に
はプロ野球史上13人目となる通算150
セーブを達成した。

オリックス・バファローズ時代

メジャ
ー

移籍応
援

特別号

©ORIX BUFFALOES©ORIX BUFFALOES

オープンキャンパスのスタッフや他大学との合宿交流会など、何か挑戦するチャンスが豊富！入学後に新しいこ
とを経験して成長する楽しさに気づき、今ではさまざまな活動に積極的に参加するようになりました。
文化学部 2年次生 桝田 康樹さん（大阪府・大阪桐蔭高校出身）
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　実力のある先輩方に囲まれていた
こともあって、1年次生の頃はとにかく
がむしゃらに投げていました。ですが、
当時の私にはまだチームを勝利に導
いていけるほどの力がなく、すぐに降板
したことがありました。これが本当に
悔しくて、それ以来、自分のスタイル
を守りながらどう投げれば勝てるの
か、そのためにどのようなトレーニン
グが必要かを考え、努力し続けてきま
した。大学時代に36勝することがで
きたのは、挫折をバネに、監督の熱い

指導の下、チームメイトとともに成長
していけたからだと思います。

　実はメジャーへの挑戦を考え始め
たのは、1年ほど前からです。2017年
3月にWBC日本代表としてメジャー
球を握ったときに“しっくりくる”感触
があり、「これならいける」と思いまし
た。試合でも良いピッチングができ
自信が持てたので、野球の世界最高
峰に挑戦しようと決意。その後、海外
FA権を行使し、今季よりアリゾナ・

ダイヤモンドバックスでプレーする
ことになりました。
　私は、大学で学業とスポーツを4年
間頑張った成果が、今の自分につな
がっていると考えています。大学を誇
りにアメリカでも活躍し、京都産業大
学を世界にアピールすることが今後
の目標です。京都産業大学の卒業生
には、他にも世界で活躍する先輩方
が多くいます。学生のみなさんも、そ
れぞれの道で世界に羽ばたいてくだ
さい。そして、“オール京都産業大学”
で、これから一緒に頑張っていきま
しょう。

京都産業大学が
私を育ててくれた。

WBC日本代表をきっかけに、
新たな挑戦を決意。

＠５号館１階ロビー

京都産業大学
での成長が、
野球人生と
メジャーの舞台を
むすんでくれました。

4 6（金）～13（金）
国旗に応援メッセージを書くイベントを開催！
挑戦を続ける平野選手に、みんなでエールを送ろう！

©ORIX BUFFALOES©ORIX BUFFALOES

12:30～13:00

平野選手へ
応援メッセージを送ろう！

※土日除く

全ての学部が1つのキャンパスに集まっているのが良い！文系理系に関係なく交流できるので、気の合う友だちを
絶対見つけられますし、他の専門分野の話を聞いていろいろな視点や考え方を知ることもできちゃいます！
文化学部 2年次生 上杉 晃一さん（大阪府立芦間高校出身）
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関西六大学野球における本学の永遠のライ
バル、龍谷大学。リーグ優勝をする上で負け
られない一戦となるため、1年で最も盛り上
がる試合の一つになっています。勝つのはも
ちろん、京都産業大学！皆さんのエールが選
手たちの力になります。応援バスツアーも開
催されるので、スタジアムに足を運んでみん
なで熱く応援しましょう！

文化団体連盟常任委員会主催の、文化系クラブの活動発表会「シエ
スタ」。“春の文化祭”とも呼ばれるこのイベントでは、全29クラブが
一堂に会し、新入生の皆さんを歓迎します！新入生は気になるクラブ
の活動をチェックし、入部するかの検討に活用してください。

５月５日（土）に応援バスツアーが開催されるので、
専用の応募用紙で申込もう！参加学生には、
京都産業大学オリジナルグッズをプレゼント！

関西六大学野球 春季リーグ戦で
活躍する本学硬式野球部にエールを！

おすすめイベントPICK UP！

伝統の一戦を
応援しよう！ 産龍戦
時間 5日 18：00開始

6日 16:00開始

場所 わかさスタジアム京都

シエスタ
時間 16:30開始

場所 神山ホール

新入生歓迎行事の最後に、特別ゲストを招待した大型イベントを開催！
SPRING CONCERTは、来場者全員で思い切り盛り上がって京都産業
大学の雰囲気を共有し、今後の学生生活への期待感をふくらませるイベ
ントです。学年を問わずみんなで参加し、一体感を楽しみましょう！

SPRING CONCERT
時間 未定

場所 神山ホール

新入生歓迎のクラブ紹介イベント 在学生みんなで一体になろう！

PICK
UP!

応援バスツアーに申込み、
みんなで応援に行こう！

5  ・6土 日5

4月下旬19  ・20
4

木 金

KSU INFORMATION
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京都産業大学インフォメーション

Other Events 開催場所などの詳細・その他のイベントについては、POSTで確認してください！

6学生定期健康診断
新入生（編・転入、再入学含）/
学部1・2・7・8セメスター生/
大学院生（男子）

日本学生支援機構奨学金
採用候補者説明会（～５日）

日本学生支援機構奨学金
出願説明会（～５日）

新歓祭（～５日）
〔志学会執行委員会主催〕

5

4April

May

June

7July

3

学生定期健康診断
学部7・8セメスター生/
介護等体験履修者

大学コンソーシアム京都 単位互換科目
出願期間（2～4年次生）（～3日）

1 入学式（～２日）

新入生対象各種
オリエンテーション（～5日）

【図書館】図書館展示企画
「響きあう日・仏～京都とパリの世界
遺産～」展示開始（～6月28日）

2

学生定期健康診断 
新入生（編・転入、再入学含）/
学部1・2セメスター生

4

授業開始

留学説明会 初級編
6

K.S.Bサテライトスタジオ
〔放送局主催〕

交換・派遣留学募集説明会

9

学内献血（～13日）
〔学生健康保険部会主催〕12

夏季短期語学実習募集説明会10

学生定期健康診断
新入生（編・転入、再入学含）/
学部1・2セメスター生/
大学院生（女子）

履修登録終了（16：30まで）

5

創立記念日4

産龍戦（～6日）5
カンバセーションパートナー
募集説明会

神山祭各種募集開始
〔神山祭実行委員会主催〕

7

留学講演会
「ワーキングホリデー説明会」
〔地球の歩き方主催〕

8

履修中止（ドロップ）
申請期間(～24日)23

【図書館】
テーマ別ミニガイダンス（仮）
（第１回目～第5回目）（～２５日）

21

木曜日授業（曜日振替）1

体育会クラブ応援バスツアー
〔体育会本部主催〕

上
旬

志学会アッセンブリアワー
〔志学会執行委員会主催〕

下
旬

お疲れサマーステージ
〔全学応援団主催〕

中
旬

〔志学会執行委員会主催〕

SPRING 
CONCERT

下
旬

【図書館】
テーマ別ミニガイダンス（仮）
（第6回目～第10回目）（～8日）

4

バディ募集説明会5

IELTSTM 学内試験7

休日開講日（授業日）16

授業終了24

春学期定期試験開始（～8月8日）25

【図書館】
普通図書休暇貸出（夏期）開始26

TOEFL-ITP®試験
【申込期間：4月16日～5月10日】6

【図書館】休暇貸出（春期）
返却期限日13

留学春祭「学生留学アドバイザー
企画」（～18日）17

シエスタ（～20日）
〔文化団体連盟
  常任委員会主催〕

IELTSTM 説明会

19

留学講演会「留学と就職」
〔留学ジャーナル主催〕24

海外国際ボランティア説明会
〔CIEE主催〕16

学内献血
〔学生健康保険部会主催〕10

PICK
UP!

PICK
UP!

PICK
UP!
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京都を中心に、
本学卒業生が運営するお店をご紹介。

先輩たちの個性豊かな活躍を要チェックです！
夢を
追求
して
いる
卒業
生に

会い
に行
こう！

Shop Guide

むすびわざ
むすびわざ

茂本山

鴨
川

烏
丸
通

大谷
大学

さざなみ
BAKERY

北
大
路
駅

北大路通

今宮通

室
町
通

衣
棚
通新

町
通

菊岡 美紀さん（1991年 外国語学部 卒）

SHOP Information

11：30～14：30（L.O 14:00）
18：00～22：00（L.O 21:30）
※土日祝は17：00～オープン
不定休
京都市役所前駅から 徒歩6分

京都市中京区御幸町通三条上る
丸屋町318-1

「アジアの子どもたちのために小学
校を建てたい」という思いから、
2009年にタイ料理店を開業。グリー
ンカレーやガパオライスなど、リーズ
ナブルな値段で本場の味が楽しめ
ると、評判を呼んでいます。ディナーでは、ボリューム満点の「バンコ
クコース」もオススメ。三条店のほか、四条、丸太町にも展開され
ています。

鴨
川

寺
町
通

三
条
駅

タイキッチン
三条パクチー

京都市役所前駅

三条通

中京区

北区 さざなみBAKERY
浪越 啓之さん（1997年 経済学部 卒）

SHOP Information

11：00～17：00
日曜定休（ほか不定休有り）

京都市北区
小山下初音町52

北大路駅から 徒歩5分

白壁にスカイブルーのドアがかわいらしいこちらのパン屋さん
は、夕方には売り切れが続出する人気店。店主の浪越さんは、京
都のパン屋さんで10年修行し、お店を
オープン。定番の食パンやクリームパ
ンをはじめ、100～200円台のパン
約20種類がショーケースに並びま
す。北大路駅からも近く、通学時など
に訪ねてみてください。

COU
PON
クーポン

サギタリウスvol.79 持参の方

[ 有効期日：４月28日（土）まで ]

10％OFF

COU
PON
クーポン

サギタリウスvol.79 持参の方

[ 有効期日：４月30日（月）まで ]
※三条店のみ有効
※サギタリウス１冊につきお1人様限り有効

ソフトドリンク１杯無料

タイキッチン三条パクチー
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